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----------メールレポート「友愛労働歴史館たより」第 217号・2025.11.04--------- 

 

【目次】 

1. アーカイブ No.３４ 

連載「日本労働会館物語」第３１回 

＜社会民衆党の結成その 2＞ 

2. 10/22(水)～23(木) 出張講演・UAゼンセン流通部門・原信労働組合 160名 

3. 10/25(土) 団体見学・JAM・JVCケンウッドシニアクラブ 40名 

4. 10/28(火)～29(水) 出張講演・UA ゼンセン流通部門・とベルジョイスユニオ

ンとオールユニバースユニオン交流研修会 39名 

5. 10/31(金) 団体見学・JAM山形 45名 
-----------------------------------------------------------------------―――――- 

過去に連載「日本労働会館物語」を掲載していました。メールレポート「友愛労

働歴史館たより」第 184号よりアーカイブから、可能なものを抜粋し、再掲載し

ていきます。 

1. アーカイブ No.３４ 

連載「日本労働会館物語」第３１回 2011.11.147発行の第 40号に掲載 

＜社会民主党の結成その 2＞ 

社会民主党は明治 34（1901）年 5月 18日に結党し、19日に届出を行い、20

日に結社禁止されています。それ故、社会民主党が政党としてきちんと結成さ

れたと言えるのかどうか、疑問が残ります。しかし、一般的には「日本最初の社

会主義政党」（広辞苑）とされ、日本政党史に記録されています。 

安部磯雄の筆になる「社会民主党宣言書」は、「わが国社会主義史上の歴史

的文献」とされていますので、これについて言及いたします。 

安部は執筆に当たりドイツ社会民主党綱領を参考に起草したとされますが、

内容は「よりアメリカ的で、よりキリスト教的」とされます。それは安部が米国の

キリスト教社会主義者イリー博士の著書『社会主義と社会改良』の影響を受け

ていたからとされています（『社会主義の誕生―社会民主党 100年』）。 

安部が起草した「宣言書」は、宣言本文（前文）、8 ｶ条の理想綱領、28 ｶ条の

実行的綱領、宣言本文（後文）から構成されています。下記に理想綱領を掲載

します（その他は略）。 

ところで結党までの動きの中で注目されるのは、安部が宣言書を執筆してい

る時に神楽坂警察署長が訪ねてきて（5月 10日前後）、「社会民主党綱領の中

から 3 ｶ条を削除すれば政府は社会民主党の設立を禁止しない」と伝えている
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こと。ここで 3 ｶ条とは①軍備縮小、②人民の直接投票、③貴族院の廃止のこと

で、安部は「飽くまでも理想主義で進む決心であったから、此等の 3 ｶ条を削除

することは卑劣な行為であると考え断然これを拒絶」しています（前掲書）。 

これにより社会民主党結党のチャンスはなくなりましたが、それにしてもなぜ

警察署長が執筆中の宣言書の内容を知っているのか、不思議な感じがします。

安部が当局の反応を探るため内容について事前に打診したのでしょうか。 

＜社会民主党「理想綱領」＞ 

1.人種の差別政治の異同に拘らず、人類は皆同胞たりとの主義を拡張する

こと、2.万国の平和を来す為には先づ軍備を全廃すること、3.階級制度を全

廃すること、4.生産機関として必要なる土地及び資本を悉く公有とすること、

5.鉄道、船舶、運河、橋梁の如き交通機関は悉くこれを公有とすること、6.財

産の分配を公平にすること、7.人民をして平等に政権を得せしむること、8.人

民をして平等に教育を受けしむる為に、国家は全く教育の費用を負担すべ

きこと。 

 

2. 10/22(水)～23(木) 出張講演・UAゼンセン流通部門・原信労働組合 160名 

常設展示「日本労働運動の 100 年余」を解説講演。期成会の結成と解散、ユ

ニテリアンの来日から友愛会の創立、戦前戦後の運動の歴史、総同盟・同盟、

連合への発展など日本労働運動の 100年余を解説。特に同盟運動の歴史を中

心に学び、友愛会、同盟の基本理念や「自由にして民主的な運動」「政治の必

要性と今後の方向性」「反自民・非共産の考え方」などを学習し、鈴木文治(人間

性と職業能力の向上)と松岡駒吉(産業人論と健全なる労働組合主義)のメッセ

ージの重要性を学びました。加えて、「生産性運動三原則の変遷」「コーポレート

ガバナンス(企業統治)」「流通産業の変化とその対応」「流通運動のリーダーに

必要なこと」を講演しました。 

 

3. 10/25(土) 団体見学・JAM・JVCケンウッドシニアクラブ 40名 

常設展示「日本労働運動の 100年余」のDVDを視聴。期成会の結成と解散、

ユニテリアンの来日から友愛会の創立、戦前戦後の運動の歴史、総同盟・同盟、

連合への発展など日本労働運動の 100 年余の解説を聴く。特に同盟運動の歴

史を中心に学び、友愛会、同盟の基本理念や「自由にして民主的な運動」「政治

の必要性と今後の方向性」「反自民・非共産の考え方」などを学習し、鈴木文治

(人間性と職業能力の向上)と松岡駒吉(産業人論と健全なる労働組合主義)のメ

ッセージの重要性を学びました。 
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4. 10/28(火)～29(水) 出張講演・UA ゼンセン流通部門・とベルジョイスユニオ

ンとオールユニバースユニオン交流研修会 39名 

常設展示「日本労働運動の 100 年余」を解説講演。期成会の結成と解散、ユ

ニテリアンの来日から友愛会の創立、戦前戦後の運動の歴史、総同盟・同盟、

連合への発展など日本労働運動の 100年余を解説。特に同盟運動の歴史を中

心に学び、友愛会、同盟の基本理念や「自由にして民主的な運動」「政治の必

要性と今後の方向性」「反自民・非共産の考え方」などを学習し、鈴木文治(人間

性と職業能力の向上)と松岡駒吉(産業人論と健全なる労働組合主義)のメッセ

ージの重要性を学びました。加えて、「生産性運動三原則の変遷」「コーポレート

ガバナンス(企業統治)」「流通産業の変化とその対応」「生産性経営への転換」

を踏まえ、「流通運動のリーダーに必要なこと」を講演しました。 

 

 

5. 10/31(金) 団体見学・JAM山形 45名 

常設展示「日本労働運動の 100 年余」を解説。期成会の結成と解散、ユニテ

リアンの来日から友愛会の創立、戦前戦後の運動の歴史、総同盟・同盟、連合

への発展など日本労働運動の 100 年余の解説を聴く。特に同盟運動の歴史を

中心に学び、友愛会、同盟の基本理念や「自由にして民主的な運動」「政治の

必要性と今後の方向性」「反自民・非共産の考え方」などを学習し、鈴木文治(人

間性と職業能力の向上)と松岡駒吉(産業人論と健全なる労働組合主義)のメッ

セージの重要性を学びました。 

 

 

----------------------「人間の尊厳、進歩と発達のために」------------------------- 

発行：友愛労働歴史館       責任者：藤吉大輔 

〒105-0014 港区芝 2-20-12    友愛会館 8Ｆ           ℡03-3453-5386 

E ﾒｰﾙ yuairodorekishikan@rodokaikan.org  HP http://www.yuairodorekishikan.com 

―――――――――――惟一館から 131年、友愛会から 113年――――――――――                         
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